研修出張様式４


研修報告書

	所　属　南天の郷 　　職　種　介護福祉士    　氏　名　若松　恵香子

	期　間　令和元 年  9月   2日　～　令和元年　9月  8日・11月　15日

	出張目的　最新の認知症ケアに関する知識を修得し、介護技術・知識の向上を図る事で自身の成長と、学んだ事を職場内にて伝達し事業所全体でのスキルアップに繋げる為

	出 張 先  八戸市総合福祉会館

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


今回の研修参加において、先ず、認知症の方に携わる姿勢が全くなっていなかった事に気づかされました。「認知症」という病状にだけとらわれその症状にだけ対応していたように感じます。
目に見えたもの、耳で聞いた表面上の事実にのみ気を取られその症状で苦しんでいる方、困っている方、
「その人」そのものが看ることができていませんでした。
　研修を通し、認知症を患っているご本人様はもとより、ご家族様の思いや苦しみ、不安を軽減できるよう「共感的理解」「無条件の肯定的関心」「自己一致」である積極的傾聴においてその方と周りの方々の人生に大きく関わっていくという重大さを学ぶことにより、自己の未熟な知識、技術を補う事ができました。再確認し学んだコミュニケーション技法や専門的知識を駆使し、ご自身の言葉で訴える事が困難な認知症の方々の思いを、根拠を元に分析した解決策を実現できるよう携わりたいと強く感じます。
　その為には、今回の研修で学んだ知識や情報をチーム全体に発信し他職種とも連携を図りながらより良いチームケアの実現に取り組んで参りたいと考えます。
９/２（月）１日目
①開会挨拶・オリエンテーション

②「認知症ケアの基本視点と理念」青森県認知症介護指導者　池田　哲人様
講義　実践者研修の目的・背景・役割
・認知症ケアの歴史的変還１・２・３
・認知症介護研修事業のねらい
・認知症介護実践者研修の目的

演習　グループワークでの認知症介護の基本理念作成
・グループで作成した理念に基づき認知症介護実践者研修における自己課題を設定する
③「認知症ケアの倫理」青森県認知症介護指導者　工藤　美智子様
講義　倫理4原則の理解
・認知症ケアの倫理
・論理的判断の理解

演習　倫理的に不適切なケアとは？グループワーク
・グループごとに認知症介護の基本理念を作成
・ブレイン・ストーミング法…独創的な発想を収集為の討議法　

　ＢＳ法・ＫＪ法を用い＜もし自分が認知症になったらどんな介護を受けたいですか？＞
　というテーマにて自由に意見を出し合いまとめる

④「認知症の人の理解と対応」青森県認知症介護指導者　工藤　美智子様
講義　認知症の中核症状と心理・ＢＰＳＤの出現原因を考える・事例検討
・認知症介護に関する基本的知識
・認知症の中核症状と心理
・ＢＰＳＤの出現原因を考える10の視点
演習　認知症の人の理解と対応
・事例検討　夕方になると必ず「帰りたい」と言って歩き回るＢさんについて
　　　　　　個人ワーク・グループワークにてその背景や周囲の状況、環境、関わり方など、広い視点で捉えていくことの重要性を理解する

９/３（火）２日目
①「認知症家族への支援方法」青森県認知症介護指導者　沼田　孝之様
講義　在宅介護の実態から見える課題にある家族介護者の理解、支援方法
・Ⅰ家族介護者の理解
・Ⅱ家族介護者の心理
・Ⅲ家族介護者の支援方法

演習　情緒的支援と手段的支援　グループワーク
・テーマ「昨夜も起きだして寝ようとしない、どうすればよいのでしょうか？」
Ⅰ情緒的支援　声掛けについて、個人ワーク・グループワーク
Ⅱ手段的支援　助言方法について　個人ワーク・グループワーク

　周囲を取り巻く環境背景を理解した声掛けと助言支援をする
②「認知症の人の権利擁護」青森県認知症介護指導者　沼田　孝之様
講義　基本的人権と権利擁護
・認知症の人の生活と基本的人権
・高齢者虐待防止法の施行
・施設養介護施設従事者等と施設、事業所の責務

・高齢者虐待の定義・早期発見の責務と通報の義務
③「認知症の人の権利擁護」

演習　認知症の人の権利擁護　
・高齢者虐待の実態・不適切なケアへの対策の基本　グループワーク
・虐待防止事例検討　個人ワーク・グループワーク
　虐待にあたる普段のケアを考える
④「認知症の人の生活環境づくり」青森県認知症介護指導者　青木　知久様
講義　認知症の人の環境の基本的理解
・パーソンセンタードケア：人的、物理的、地域社会環境
・認知症の人の捉え方　尊厳の尊重
・生活環境の調整
・地域資源の役割

演習　
・Ⅰ環境への気づきを高めよう！
・図の入浴場面を見てどんな危険が潜んでいるか考える　個人ワーク
・Ⅱ自分の事業所での環境づくりを考えた時、出来そうなことを考える

　各自どんなことが出来るかを考え意見を交換し合い発表する
虐待防止事例　
・高齢者虐待の実態（不適切なケアへの対策の基本）グループワーク

⑤「地域資源の理解とケアへの活用」青森県認知症介護指導者　青木　知久様
講義　地域の考え方
・高齢者における認知症の現状
・認知症施策の概要：新オレンジプラン

・インフォーマルな地域資源の活用
・地域の中で求められる私たちの役割
演習Ⅰ　あなたが高齢者になった時、どんな生活を送りたいですか？

・個人ワーク　各々の考えをワークシートに記入

演習Ⅱ　ある日あなたは認知症と診断されました。物忘れや物事の手順が分からなくなった時

演習Ⅰで挙げた生活はどうなりますか？

・個人ワーク　各々の考えをワークシートに記入

演習Ⅲ　演習Ⅱの結果からあなたが住んでいる地域にどのような資源があると演習Ⅰの生活を

送る事ができますか？

・個人ワーク　各々の考えをワークシートに記入

・グループワーク　各グループで集まり意見交換を行う

・グループ発表　各グループの代表者が発表する
９/４（水）３日目
①「認知症の人とのコミュニケーションの理解と方法」青森県認知症介護指導者　森　忠義様
講義　認知症の人の中核症状を理解したコミュニケーション
・認知症の人の中核症状を理解したコミュニケーション

・コミュニケーションを取るうえでの基本（受容。傾聴・共感）
・考えてみよう！共感
・不適切なコミュニケーション
・コミュニケーション技法（ペーシング・対人距離・ＳＯＬＥＲ）
・コミュニケーション手段（言語的・準言語的・非言語的コミュニケーション）

演習・ア行トーク　自分の話したい言葉の母音のみ発声し相手に伝わるか？

　　　　　　　　　相手の話したア行トークを読み取れるか？

・サイレントトーク　自分の話したい言葉を発声せず口の開きだけで相手に伝わるか？
　　　　　　　　　　相手の話したサイレントトークを読み取れるか？
②「認知症の人への非薬物的介入」青森県認知症介護指導者　八神　泰庸様
講義　認知症の人へのアクティビティの捉え方
・アクティビティによる非薬物的介入の基本
・非薬物的介入の留意事項（情報収集・観察）

・心理社会的アプローチの分類

・認知症の人への介入の評価

③「認知症の人への非薬物的介入」
演習　認知症の人への非薬物的介入　テーマ　事例にあるＫさんにとって「意味のある」

アクティビティを考え、中核症状にともなうＢＰＳＤの軽減やＱＯＬの向上と心理社会面での
変化を標的に評価について考えてみましょう。

・個人ワーク　事例にあるＫさんにとって「意味のある」アクティビティを考え、中核症状にともなう
ＢＰＳＤの軽減やＱＯＬの向上と心理社会面での変化を標的に評価について考えてみましょう。

・事例からＫさんの情報を整理する
・Ｋさんに有効なアクティビティ種目は何か記入する

・選択したポイントを考える　なぜ選んだか？どのように用いかかわるか？
・グループワーク　チームとしてどのような支援を提供するかまとめましょう。
・Ｋさんに有効な「意味のある」アクティビティ種目は何か、グループでまとめ記入する
・選択したポイントを考える　なぜ選んだか？どのように用いかかわるか？
・シングルシステムデザインを用いてＫさんの介入前後の何を検証しますか？またどのように
　観察し、チームとしてどのようにかかわるのか、まとめる
④「認知症の人への介護技術Ⅰ（食事・入浴・排泄等）」青森県認知症介護指導者　森　忠義様
講義　認知症の人への介護技術Ⅰ（食事・入浴・排泄等）

・認知症の人の生活障害・見当識障害と日常の困難さ

・認知症の人への介護技術の基本的な視点
・認知症の人の食事ケア　認知症の人の食事の困難さとその評価を考える
・認知症の人の入浴ケア　認知症の人の入浴の困難さとその評価を考える
・認知症の人の排泄ケア　認知症の人の排泄の困難さとその評価を考える
演習　介護技術１　個人ワーク

・１食が進まなくなった方へのケア　
・Ａさんの抱えている困難さはどのようなものかを考える

・どのような要因で困難さが生じているのかを考える

・困難さを解消する為にどの様な事に注目するか？

・着目した点を踏まえどのようなケアを行う事が考えられるか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・２入浴を断る方へのケア　

・Ｂさんの抱えている困難さはどのようなものかを考える

・どのような要因で困難さが生じているのかを考える

・困難さを解消する為にどの様な事に注目するか？

・着目した点を踏まえどのようなケアを行う事が考えられるか？

・３トイレでない所に排尿をする方へのケア　
・Ｃさんの抱えている困難さはどのようなものかを考える

・どのような要因で困難さが生じているのかを考える

・困難さを解消する為にどの様な事に注目するか？

・着目した点を踏まえどのようなケアを行う事が考えられるか？

演習　グループワーク

・個人の意見を出し合い、話し合う

・進行、記録、発表者を決める。

・代表者が発表する。

９/５（木）４日目

①「認知症の人への介護技術Ⅱ（行動・心理症状）」青森県認知症介護指導者　奥本　統一様

講義　認知症の人への介護技術Ⅱ（行動・心理症状）
・行動、心理症状（ＢＰＳＤ）の発生機序

・原因疾患別の行動・心理症状（ＢＰＳＤ）

・基本的な介護技術

・行動、心理症状（ＢＰＳＤ）のアセスメント方法

・チームでの取り組み
・主な症状別の介護方法

演習　発散技法－自由連想法＜ブレインライティング＞
介護技術２
１帰宅要求が頻繁な事例　　夕方になると帰りたいと訴えるＡさんに、どのように対応したら

良いかを考える　（要因・ケア方法・評価）個人ワーク
２興奮し暴力をふるう事例　外に出ようとしたので声を掛けると突然殴り掛かってきたＢさんに

どのように対応したら良いかを考える（要因・ケア方法・評価）

②「アセスメントとケアの実践の基本Ⅰ」青森県認知症介護指導者　池田　哲人様
講義　アセスメントとは

・その人をどのように理解するか（対象者理解）

・国際生活機能分類（ＩＣＦ）の概念のイメージとアセスメント

・観察、聞き取りの方法とポイント

・アセスメントの実際

演習　発散技法・自由連想法　グループワーク

　　　ブレインライティング　グループワーク

９/６（金）５日目
①「アセスメントとケアの実践の基本Ⅱ」青森県認知症介護指導者　池田　哲人様
講義　アセスメントとケアの実践の基本Ⅱ
・具体的な計画作成に繋げるための方法

・介護展開過程のプロセス：アセスメント

・介護展開過程のプロセス：計画の立案

・介護展開過程のプロセス：評価と修正

・実践計画の評価とカンファレンス

演習　発散技法・自由連想法　グループワーク

　　　ブレインライティング②　グループワーク

②「自施設実習の課題設定」青森県認知症介護指導者　奥本　統一様　

・介護展開過程のプロセス：アセスメント：計画の立案：評価と修正

で立案したものをファシリテーターとカンファレンスを行う
９/９（月）～１０/１８（金）

「自施設実習」

・自施設において自ら設定した介護計画を実践

・再アセスメントを行い報告書を作成
１１/１５（金）

「実習報告会」

①アセスメントを通し気づいたこと

②ニーズ・実践内容

③なぜそう考えたのか

④実践に置いて出来た事、出来なかったこと

⑤実践しての気づきと感想、今後の希望

上記を中心に６分以内で報告発表を行う。

発表後、講師、受講者より質問、感想を受ける。

※報告書の内容を含め評価され修了書交付となる。
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